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  ＊＊  　　　埼玉純真短期大学　図書館司書

１. はじめに
　私立大学の図書館は「学校教育法施行規則」（昭
和 22 年 5月23日文部省令第11号）「大学設置基
準」（昭和 31年10月22日文部省令第28号）を主
な根拠として設置されている。
　組織上，大学図書館は独自性が強い。それは「大
学図書館は大学設置基準上も明確にその設置が定め
られているものであり，他の事務組織とは異なり，
その機能・内容についても詳細に規定されている。
事務組織の一部にありながら，人事異動その他の面
で，従来から大学図書館が独立した機関であるとい
う色彩が強かった要因は，このような独自の法的根
拠を有することにも拠っているのであろう」( 徳島大
学　大学教育研究ジャーナル第13号「私立大学図
書館の組織開発の歴史的展開」村上孝弘2016)とい
う捉え方が定着したからだと考える。
　そうした中，これからの大学図書館のあるべき姿
についてまとめた「大学図書館の整備について（審

２. 図書館改修の実際

議のまとめ） －変革する大学にあって求められる大学
図書館像－」（平成 22 年12月科学技術・学術審議
会 学術分科会研究環境基盤部会 学術情報基盤作
業部会）において，「大学図書館に求められる機能・
役割」として，
1．学習支援及び教育活動への直接の関与
2．研究活動に即した支援と知の生産への貢献
3．コレクション構築と適切なナビゲーション
4．他機関・地域等との連携及び国際対応
と述べられている。
　このように，大学図書館に求められている機能・
役割を果たし，さらなる充実を図るために，本学図
書館は令和６年１月から３月にかけて改修工事を実施
した。
　本稿では，今回の改修工事により改善された部分
と主たる利用者である本学学生の意識等について，
施設の物理的な変化と学生の利用状況および心理的
な変化等について報告する。
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３. 学生の利用にかかる状況（改修後）
１）図書館閲覧記録から

③分析
ア　�令和５年度に比較して令和６年度は学生数が減

少した。そのため学生が主体である入館者数も
減少したと考えられる。

イ　�５～７月には，２年生が幼稚園・保育園等へ長
期の実習に出る期間がある。さらに１年生も補
講期間があり登校日が減少する。そのため入館
者数が減少したと考えられる。

ウ　�学生数減少，入館者減少にも関わらず，貸出冊
数は令和５年度より増加している。改修後の利
用状況が良化したと考えられる。

２）学生へのアンケート結果から
・実施期日　令和６年７月１６日
・対象　　　２年生

・回答者数　９８名
①質問１
　改修後，図書館を見学または利用しましたか
　ア　改修後，一度も図書館に行っていない
　　　　回答　２名（２％）
　イ　改修後の図書館を利用した
　　　�（２階の座席利用や，空き時間を過ごす場所

としての利用も含む）
　　　　回答　９６名（９８％）
②質問２
　�改修後の図書館の印象や感想を自由に書いてくだ

さい
（キーワード検索による検出回数の多い順）
　１　居心地がよい，過ごしやすい，くつろぐ
	 ４１回
　２　明るい	 ２３回
　３　きれい	 １６回
　　　木がよい	 １６回
　５　広い	 １２回
　６　ドア，扉が使いやすい	 １１回
　７　本を探しやすい	 ９回
　８　かわいい	 ８回
　９　クッションがよい	 ６回
　10　やさしい雰囲気	 ５回
　11　窓からの景色がよい	 ３回

③分析
ア　�２年生対象のアンケートにより，改修の前後を

比較し，その差異を確認することができる。
イ　�心理的に良好な状態を表す「居心地等」に対し

て学生の評価が高くなっている。
ウ　�学生の意識は，施設の機能性に加え，ビジュア

ルや居住感覚等に向くと考えられる。

４. おわりに
　今回の改修は，本学の学生にプラス効果をもたら
しています。改修をステップに，今後も図書館の役
割・機能の一層の充実に努めてまいります。
　あらためて今回の改修にご尽力を賜った関係各位
に，深く感謝の意を表します。


